
中学校 

 

   
 

４ 

状
況
の
中
で 

 

  

 １ 

次
の
表
及
び
文
は
、
あ
る
生
徒
が
、
「
挨
拶
―
原
爆
の
写
真
に
よ
せ
て
」
と
「
故

郷
」
の
学
習
後
に
書
い
た
「
学
習
の
ま
と
め
」
で
す
。
後
の
語
群
の
中
か
ら
空
欄

（ 
 

）
に
当
て
は
ま
る
言
葉
を
探
し
、
入
れ
ま
し
ょ
う
。 

  
 

【
状
況
の
比
較
】 

   

   

   

 

三
年 

 

組 

名
前 

三
年
生 

国
語 

学
習
プ
リ
ン
ト 

 

状
況
を
捉
え
、人
の
生
き
る
姿
や
社
会
に
つ
い
て
考
え
を
深
め
る 

「
挨
拶
―
原
爆
の
写
真
に
よ
せ
て
」 

 

・
（  

 
 
 
 
 
 
 
 

）
な
今
日
の
顔 

 

・
す
が
す
が
し
い
（  

 

）
の
顔 

 

 

・
地
球
が
（  

 
 
 
 

）
を
週
百
個
所
持 

 

・
（  

 
 

）
と
（  

 
 

）
の
き
わ
ど
い
淵 

・
第
二
次
世
界
大
戦
中 

 

・
一
九
四
五
年
八
月
六
日
の
朝 

 

・
（  

 
 
 
 
 
 

）
に
原
爆
が
落
と
さ
れ
た 

 

・
一
瞬
に
し
て
二
五
万
人
の
人
が
死
ん
だ 

 

 

・
家
の
暮
ら
し
向
き
も
楽 

 

・
「
私
」
は
（  

 
 
 
 
 
 

）
で
い
ら
れ
た 

  

・
わ
び
し
い
（  

 
 
 
 

）
が
い
さ
さ
か
の

（  
 
 
 
 
 

）
も
な
く 

 

・
長
い
こ
と
一
族
で
住
ん
で
い
た
古
い
家

は
、
今
は
（  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

）

に
な
っ
た 

 
 

 

「
故
郷
」 

現  在 過去（回想）  

在 

まとめ 

 



中学校 

「
挨
拶
―
原
爆
の
写
真
に
よ
せ
て
」
と
「
故
郷
」
を
比
べ
て
み
る
と
、
共
に 

（ 
 
 
 

）
と
現
在
、
現
在
と
（ 

 
 

）
が
対
比
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。
時
代

や
（ 

 
 
 

）
が
変
わ
っ
て
い
く
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
者
は
、
自
分
の
伝
え

た
い
こ
と
を
表
現
し
て
い
る
の
だ
と
わ
か
っ
た
。 

 
 

  

   

２ 

文
学
的
作
品
の
題
名
に
は
、
そ
の
作
品
の
中
核
と
な
る
事
柄
や
、
主
題
を
想
起

さ
せ
る
言
葉
な
ど
を
織
り
込
ん
で
付
け
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。 

「
挨
拶
―
原
爆
の
写
真
に
よ
せ
て
」
と
「
故
郷
」
の
題
名
に
つ
い
て
、
作
者
は
ど

の
よ
う
な
思
い
で
題
名
と
し
た
の
か
を
そ
れ
ぞ
れ
に
考
え
て
書
き
ま
し
ょ
う
。 

  
 

【
挨
拶
―
原
爆
の
写
真
に
よ
せ
て
】 

       

【
故
郷
】 

     

 

 

過
去 

 

未
来 

 
長
崎 

 

子
ど
も 

 

農
村 

 

朝 
 

夕
べ 

 

状
況 

 

活
気 

 

異
郷 

 

他
人
の
持
ち
物 

 

明
け
渡
し 

 

広
島 

 

明
日 

 

村
々 

 

原
爆 

 

油
断 

 
坊
ち
ゃ
ん 

 

帰
郷 

 

す
こ
や
か 

 

美
し
い 

 

生 
 

安
ら
か 

 

社
会 

 
死 

 

場
面 

 

登
場
人
物 

 

回
想 

 


